シリーズ歴史と記憶Ⅵ　国際シンポジウム
社会主義という記憶の語り方－
忘れられた世界の地誌学

　　　　　　　かつて壁の向こうにあった東ドイツの生活世界で、ひとびとはいかに具体的に生き、闘い、希望と幻滅を織りなしてきたのか。名著『東ドイツのひとびと』(未来社)の翻訳公刊を機に初来日する社会学者エングラー氏が、まるごと打ち捨てられてきた世界の記憶を想起することの意味を問います。
日時　２０１０年３月１６日(火)

　　１４時～１８時(１３時半開場)

会場　東京外国語大学研究講義棟４階４２７会議室
　　　○通訳付き　　○入場無料　○ご来場お待ちしております。
コーディネーター　岩崎　稔(東京外国語大学教授)
司会　　　　　　　山本裕子(神奈川大学助教)
報告者　　　　　　ヴォルフガング・エングラー(ベルリン「エルンスト・ブッシュ」演劇大学学長)
コメンテーター　　下村由一(千葉大学名誉教授)
　　　　　　　　　太田心平(国立民族学博物館助教)
主催　「グローバル化状況における国民的／間国民的《想起の文化》の総合的

研究」プロジェクト(研究代表：岩崎　稔)・ＷＩＮＣ

共催　東京外国語大学海外事情研究所/連絡先　ifa@tufs.ac.jp
